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［
販
売
課
］
中
部
局
で
は
、「
木
づ
か
い
推
進

月
間
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
十
月
期
に
お
い

て
、
同
時
期
に
強
調
月
間
を
迎
え
る
、
国
が
提

唱
す
る
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運

動
」
や
長
野
県
が
提
唱
す
る
「
ふ
る
さ
と
の
森

林
づ
く
り
県
民
運
動
推
進
強
調
月
間
」
と
合
わ

せ
、
民
国
連
携
に
よ
る
森
林
づ
く
り
へ
の
参
加

や
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
長
野
林
政
協
議
会
活
動
の
一
環
と
し
て
パ

ネ
ル
展
示
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
木
づ
か
い
推
進
月
間
中
の
新
た
な

取
組
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
十
月
一
日
か
ら

十
一
月
一
日
ま
で
の
間
、
長
野
駅
前
ビ
ル
の

「
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
五
階
特
設
会
場
に
お
い
て
、

森
林
の
働
き
や
役
割
、
地
域
材
利
用
や
国
有
林

の
取
組
に
つ
い
て
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
パ
ネ

ル
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
よ
る

間
伐
材
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ

ク
に
よ
る
親
子
工
作

教
室
と
紙
芝
居
、
地

域
材
利
用
相
談
会
な

ど
を
開
催
し
、
森
林

の
大
切
さ
や
地
域
材

の
利
用
な
ど
に
つ
い

て
の
普
及
啓
発
に
努

 

［
企
画
調
整
室
］
十
一
月
六
日
、
松
本
市
内
に

お
い
て
、
平
成
二
十
一
年
度
国
有
林
野
等
所

在
市
町
村
長
有
志
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

会
議
に
は
、
管
内
十
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
す

る
市
町
村
長
等
、
林
野
庁
か
ら
奥
田
職
員
・

厚
生
課
長
及
び
中
山
水
源
地
治
山
対
策
室
長
、

当
局
か
ら
城
土
局
長
、
竹
林
次
長
、
関
係
部

長
・
課
長
等
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
城
土
局
長
か
ら
、
日
頃
の
業
務
運

営
等
へ
の
支
援
・
協
力
に
対
す
る
御
礼
を
述

べ
る
と
と
も
に
局
が
取
り
組
ん
で
い
る
森
林

整
備
、
災
害
対
策
、
鳥
獣
被
害
対
策
等
に
つ

い
て
説
明
し
、
続
い
て
奥
田
職
員
・
厚
生
課

長
か
ら
、
中
央
情
勢
に
つ
い
て
の
説
明
等
が
あ

り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
各
市
町
村
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
実
情
を
踏
ま
え
、
最
近
深
刻
に
な
っ
て
い

る
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
等
の
被
害
に
つ
い

て
の
活
発
な
意
見
を
は
じ
め
、
森
林
整
備
や
治

山
事
業
の
推
進
、
地
域
振
興
へ
の
期
待
、
官
行

造
林
の
取
扱
い
等
、
多
岐
に
わ
た
る
発
言
が
あ

り
、
国
有
林
の
市
町
村
に
対
す
る
深
い
関
わ
り

と
大
き
な
期
待
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
伺
っ
た
意
見
等
を

踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
開
か
れ
た
「
国
民
の
森

林
」
と
し
て
適
切
に
国
有
林
野
を
管
理
経
営
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
次
の
と
お
り
国
有

林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
協
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

木づかい推進月間ポスター

平
成
二
十
一
年
度

国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長

有
志
連
絡
協
議
会
を
開
催

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
月
三
十
一
日
に
は
、
長
野
県
木
材

青
壮
年
団
体
連
合
会
主
催
に
よ
る
木
工
工
作
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
も
実
施
さ
れ
、「
花
馬
祭
り
」

を
題
材
に
中
部
森
林
管
理
局
長
賞
を
受
賞
し
た

小
学
五
年
生
の
勝
野
仁
美
さ
ん
に
は
、
森
林
整 パネル展示風景

ブ

ロ

ッ

ク

開　

催　

日

富

山

県

七
月
二
十
九
日
（
水
）

北

信

地

区

十
月
十
四
日
（
水
）

中

信

地

区

十
月
七
日
（
水
） 

東

信

地

区

十
月
六
日
（
火
）

南

信

地

区

八
月
二
十
七
日
（
木
）

木

曽

地

区

九
月
三
十
日
（
水
）

飛
騨
地
域
※

九
月
十
五
日
（
火
）

九
月
十
六
日
（
水
）

十
月
二
十
六
日
（
月
）

岐

阜

地

区

九
月
二
十
九
日
（
火
）

木

曽

川

流

域

※

九
月
二
十
八
日
（
月
）

　

〜
十
月
十
三
日
（
火
）

愛

知

県

九
月
二
十
八
日
（
月
）

（
※
は
、
各
市
町
村
に
出
向
き
訪
問
し
て
実
施
）

国有林野等所在市町村有志連絡協議会の様子

民
・
国
連
携

木
づ
か
い
推
進
月
間
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備
部
長
か
ら
賞
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  
今
後
に
お
い
て
も
、
木
づ
か
い
推
進
月
間
な

ど
に
は
、
民
国
連
携
に
よ
る
よ
り
効
果
的
な
活

動
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

 

［
飛
騨
署
］
昨
年
か
ら
、
飛
騨
森
林
管
理
署
、

飛
騨
農
林
事
務
所
、
地
元
市
役
所
、
森
林
組
合

が
協
働
し
、
民
有
林
所
有
者
を
中
心
と
し
た
地

域
の
人
達
に
森
林
整
備
推
進
を
呼
び
か
け
る
催

し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

今
年
も
、
九
月
二
十
七
日
、
高
山
市
国
府
町

を
会
場
に
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
in
飛
騨
国

府
」
を
開
催
し
、
市
内
荘
川
町
で
一
惣
造
林
組

合
が
実
施
し
た
計
画
的
な
路
網
開
設
と
高
性
能

林
業
機
械
に
よ
る
素
材
生
産
の
事
例
が
三
島
潔

組
合
長
か
ら
発
表
が
あ
り
、
続
い
て
ひ
だ
髙
山

森
林
組
合
か
ら
の
利
用
間
伐
実
例
紹
介
や
、
高

山
市
林
務
課
か
ら
森
林
整
備
に
関
す
る
支
援
施

策
等
の
説
明
、
そ
し
て
「
利
益
を
生
む
林
業
を

目
指
し
て
」
と
題
し
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

  

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
間
伐
材
の

有
効
利
用
と
し
て
ペ
レ
ッ
ト
原
料
と
し
て
の
受

け
入
れ
が
始
ま
っ
た
こ
と
、
間
伐
は
実
施
す
る

時
期
が
林
の
そ
の
後
の
生
育
に
大
き
く
影
響
す

る
こ
と
な
ど
が
出
席
者
か
ら
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

  

そ
の
後
、
国
府
町
地
内
の
作
業
地
へ
移
動
し
、

高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
間
伐
の
様
子
を
見
学

し
ま
し
た
。

  

十
月
三
日
に
は
、
飛
騨
市
で
初
め
て
「
美
し

い
森
林
づ
く
り
in
飛
騨
市
」
が
古
川
町
を
会
場

に
開
催
し
、
こ
の
地
域
で
熱
意
を
持
っ
て
林
業

経
営
を
続
け
ら
れ
て
い
る
国
府
町
の
木
戸
脇
進

氏
と
宮
川
町
の
井
畑
萬
氏
両
名
に
よ
る
体
験
発

表
が
さ
れ
、
木
戸
脇
氏
は
早
期
か
ら
間
伐
を
実

施
し
、
伐
採
率
も
強
め
に
実
施
す
る
こ
と
が
森

林
造
成
上
は
も
ち
ろ
ん
、
経
営
上
も
有
効
で
あ

る
と
話
さ
れ
、
井
畑
氏
は
自
家
山
林
の
ス
ギ
林

の
間
伐
を
実
施
し
た
収
支
等
を
公
開
さ
れ
な
が

ら
、
今
は
補
助
金
が
拡
充
さ
れ
て
い
て
収
入
に

も
繋
が
っ
た
、
今
ま
で
育
て
て
き
た
林
を
健
全

な
状
態
に
整
備
し
て
次
代
に
送
る
チ
ャ
ン
ス
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
の
熱
心
な
話
に
参
加

者
は
聞
き
入
り
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
と
好
評

で
し
た
。

  

続
い
て
飛
騨
農
林
事
務
所
と
飛
騨
市
農
林
課

か
ら
県
・
市
の
森
林
整
備
推
進
に
向
け
た
取
組

や
施
策
等
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
飛
騨
市

森
林
組
合
が
実
行
中
の
間
伐
作
業
地
に
移
動

し
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
間
伐
作
業
を
見

学
し
ま
し
た
。

  

こ
の
二
つ
の
催
し
に
は
そ
れ
ぞ
れ
八
十
名
〜

九
十
名
の
参
加
が
あ
り
、
有
意
義
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

 

［
販
売
課
］
世
界
的
な
不
況
に
よ
る
住
宅
着
工

減
少
の
中
に
あ
っ
て
も
、
合
板
や
集
成
材
は
積

極
的
に
利
用
拡
大
が
進
ん
で
お
り
、
国
産
材
の

復
活
の
兆
し
も
見
え
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
価
格
上
昇
は
望
め
な
い
中
で
、
収
益
を
確

保
し
、
経
営
と
し
て
成
立
す
る
林
業
の
モ
デ
ル

を
示
し
て
い
く
た
め
に
は
、
低
コ
ス
ト
･
高
効

率
の
作
業
シ
ス
テ
ム
を
定
着
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

当
局
の
今
年
度
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
全

署
等
の
実
務
担
当
者
及
び
民
有
林
関
係
者
を
対

象
に
、
十
月
十
五
日
〜
十
六
日
に
か
け
て
木
曽

森
林
管
理
署
奈
良
井
国
有
林
で
、
局
長
は
じ
め

六
十
名
余
り
が
出
席
し
て
現
地
検
討
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

  

講
師
に
は
、
低
コ
ス
ト
で
壊
れ
に
く
く
搬
出

効
率
が
高
い
路
網
の
指
導
で
有
名
な
森
杜
（
も

り
も
り
）
産
業
の
田
邊
由
喜
男
氏
と
、
林
野
庁

業
務
課
か
ら
鶴
園
企
画
官
ら
の
出
席
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

田
邊
氏
か
ら
は
、
路
網
開
設
で
の
新
工
法

「
ス
イ
ッ
チ
カ
ー
ブ
」（
ま
だ
名
称
は
確
定
し
て

い
な
い
）
を
主
体
に
、
今
ま
で
カ
ー
ブ
を
作
れ

な
い
と
考
え
て
い
た
箇
所
に
で
も
カ
ー
ブ
が
で

き
る
こ
と
を
実
演
・
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鶴
園
企
画
官
か
ら
は
、
実
際
に
ス
イ
ッ
チ
カ
ー

ブ
を
計
画
す
る
た
め
に
、
竹
な
ど
を
使
用
し
て

作
設
前
に
現
地
に
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
、
ど
の
様

に
作
設
さ
れ
る
の
か
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
師
に
も
恵
ま
れ
有
意
義
な
検
討
会
に

な
り
ま
し
た
。

　

当
局
の
低
コ
ス
ト
･
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム

の
普
及
は
、
全
国
に
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
各
署
等
の
実
施
箇
所
を
回
っ
た
様
子
で
は
、

事
業
体
の
取
組
も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の

流
れ
を
更
に
加
速
し
て
い
く
よ
う
、
今
後
の
各

署
等
の
取
組
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
田
邊
氏
の
実
演
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し

各
署
及
び
参
加
し
た
民
有
林
関
係
者
等
に
配
布

し
て
お
り
、
有
効
な
活
用
を
願
っ
て
い
ま
す
。

高性能林業機械による間伐作業

新工法「スイッチカーブ」の指導を受ける参加者

「
美
し
い
森
林
づ
く
り 

in 

飛
騨
」

 

を
開
催

〜
民
有
林
の
森
林
整
備
推
進
に
向
け
連
携
〜

低
コ
ス
ト･

高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム

現
地
検
討
会
の
開
催
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［
木
曽
署
］
十
月
十
六
日
、
塩
尻
市
贄
川
で
塩

尻
市
議
会
議
員
に
治
山
事
業
の
現
地
説
明
を
長

野
県
と
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
塩
尻
市
と
楢
川
村
の
合
併
に
よ

り
、
同
市
に
存
在
し
な
か
っ
た
国
有
林
が
、
新

た
な
市
面
積
の
二
割
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
旧
塩
尻
市
で
は
国
有
林
と
関
わ
る
機

会
が
少
な
く
、
国
有
林
の
役
割
が
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
説
明
に
は

議
員
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
平
成

十
八
年
七
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
で
鉄
道
や
国
道

が
通
行
止
等
の
被
害
が
発
生
し
た
現
地
に
お
い

て
、
そ
の
復
旧
状
況
の
説
明
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、
民
国
連
携
事
業
で
実
行
中
の
「
贄

川
特
定
流
域
総
合
治
山
事
業
」
を
市
議
等
十
四

名
の
方
々
に
川
瀬
署
長
よ
り
木
曽
署
の
概
要
と

間
伐
等
の
必
要
性
を
、
中
村
治
山
課
長
か
ら
平

成
二
十
年
度
か
ら
開
始
し
た
事
業
内
容
と
国

有
林
の
進
捗
状
況
、
将
来
計
画
を
説
明
し
、
ま

た
、
長
野
県
松
本
地
方
事
務
所
林
務
課
津
田
治

山
係
長
よ
り
、
県
の
取
組
と
計
画
の
説
明
を
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
施
工
中
の
治
山
現
場
を

見
学
す
る
の
は
初
め
て
で
、
急
傾
斜
で
大
変
危

険
な
箇
所
で
工
事
を
し
て
い
る
」「
こ
れ
か
ら

も
、
地
域
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
治
山
事
業
を
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

［
指
導
普
及
課
］［
木
曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
］
十
月
二
十
三
日
〜
二
十
四
日
の

二
日
間
、
中
部
森
林
管
理
局
管
内
（
長
野
、
愛

知
、
富
山
、
岐
阜
各
県
）
で
活
動
し
て
い
る
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
一
堂
に
会

し
て
、
団
体
等
の
更
な
る
資
質
の
向
上
と
連
携

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
広
く
一
般
市
民
の
皆

さ
ん
に
、
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
へ
の
理
解

や
、
森
林
環
境
教
育
の
重
要
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
連
携
推
進
会
議
」
及
び
関
連
行
事
を
長
野

県
松
本
市
の
ア
ル
プ
ス
公
園
で
松
本
市
の
後
援

に
よ
り
開
催
し
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
、
十
六
団
体
（
四
十
九
名
）
と
局
署

等
の
職
員
、
合
わ
せ
て
総
勢
七
十
一
名
が
参
加

し
行
い
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、「
松
本
市
山
と
自
然
博
物
館
」

館
長
の
丸
山
潔
先
生
に
よ
る
『
長
野
県
に
お
け

る
蝶
類
の
動
態
に
つ
い
て
』
と
題
し
た
講
演
会

を
行
い
、
蝶
の
魅
力
や
最
近
増
え
て
い
る
蝶
・

減
っ
て
い
る
蝶
、
生
息
環
境
の
整
備
の
重
要
性

な
ど
時
折
、
貴
重
な
映
像
や
デ
ー
タ
を
交
え
な

が
ら
熱
心
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
森
の

大
切
さ
や
役
割
、
自
然
の
恵
み
を
使
っ
た
遊
び

や
体
験
、
ま
た
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
等
の
活
動
や
取
組
に
つ
い
て
、
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
一
般
市
民

を
対
象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
す
る
イ
ベ

ン
ト
『
森
・
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ　

〜
自
然
と

遊
ぼ
う　

森
に
学
ぼ
う
〜
』
を
開
催
し
、
多
く

の
親
子
・
家
族
連
れ
が
会
場
で
あ
る
ア
ル
プ

ス
公
園
を
訪
れ
「
ウ
ッ
デ
ィ
福
笑
い
」「
竹
と

ん
ぼ
作
り
」「
森
の
？
？
探
し
」「
か
ん
な
く
ず

プ
ー
ル
」
な
ど
九
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
延
べ
約

三
百
名
の
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

多
く
の
市
民
を
迎
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
意
気
込

み
も
大
変
強
く
、
懇
切
丁
寧
に
接
す
る
姿
が
印

象
的
で
、
会
場
全
体
も
子
供
達
の
笑
顔
と
笑
い

声
が
飛
び
交
い
、
親
子
・
家
族
揃
っ
て
、
終
始

和
や
か
に
、
そ
し
て
元
気
に
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

体
験
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
、
大
変
活
気
に
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

　

後
日
、
県
外
か
ら
訪
れ
た
ご
家
族
か
ら
、
感

謝
の
メ
ー
ル
が
届
く
な
ど
、
目
的
が
達
成
で
き

た
と
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
主
導
で
四
回
の
実
行

委
員
会
を
行
い
、
実
施
内
容
や
イ
ベ
ン
ト
種
目

に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
準
備
を
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
愛
知
県
の
「
名
古
屋
シ
テ
ィ
・

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
倶
楽
部
」、
岐
阜
県
の
「
裏
木

曽
古
事
の
森
育
成
協
議
会
」、
長
野
県
の
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
」
の
各
代
表

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

かんなくずプールで喜んで

治山事業の現地説明の様子

たのしく「ウッディ福笑い」

特
定
流
域
総
合
治
山
事
業
地
の

 

視
察

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
携
推
進
会
議
」
を
開
催
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各
種
イ
ベ
ン
ト
」
続
々
開
催

 

［
伊
那
谷
総
合
治
山
］
長
野
県
飯
田
市
の
北
西

部
、
風
越
山
か
ら
中
央
ア
ル
プ
ス
南
端
一
帯

は
、
飯
田
市
の
主
要
な
水
源
地
で
す
が
、
ぜ

い
弱
な
地
質
に
よ
る
山
腹
崩
壊
等
が
激
し
く
、

そ
の
重
要
性
か
ら
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
、

森
林
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
割
沢
地
区
に
お
け
る
治
山
運

搬
路
の
新
設
工
事
現
場
で
は
本
年
度
、
工
事

期
間
中
設
置
す
る
仮
設
事
務
所
へ
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
、
地
球

温
暖
化
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
仮
設
事
務
所
で
は
、
発
電
機
を
設

置
し
、
必
要
な
電
力
を
賄
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
排
気
が
事
務
所
内
に
流
入
す
る

こ
と
に
よ
り
良
好
な
環
境
下
で
業
務
が
で
き

な
い
こ
と
、
現
場
周
辺
の
自
然
環
境
へ
の
配

慮
か
ら
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
発
電
機
使
用
に
よ

る
電
力
供
給
に
比
べ
、
十
年
間
で
約
七
ト
ン

の
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
が
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
の
際
、
電
力
需
要
に
最

低
限
応
え
る
仕
様
と
す
る
こ
と
で
、
低
コ
ス

ト
で
の
設
置
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
事
請
負
会
社
で
は
、
太
陽
光
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
可
能
な
工
事
現
場
へ
の
シ
ス

テ
ム
の
導
入
だ
け
で
な
く
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
灯
の

導
入
を
は
じ
め
と
す
る
省
電
力
化
、
発
電
シ
ス

テ
ム
の
改
善
や
高
出
力
化
の
検
討
等
、
地
球
温

暖
化
対
策
へ
の
取
組
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
広
が
り
を
見

せ
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
寄
与
し
て
い
く
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
技
術
の
応
用
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

 

［
北
信
署
］
十
月
十
七
日
、
Ｆ
Ｆ
Ｇ
（
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ー
デ
ン
）
の
契
約
者

と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
「
Ｆ
Ｆ
Ｇ
交
流

会
」
を
カ
ヤ
の
平
自
然
休
養
林
内
の
法
人
の
森

林
「
長
寿
の
森
林
」
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
二
十
五
名
が
参
加
し
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
案
内
で
森
林
散
策
及
び
き
の
こ
狩

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
標
高
が
一
、五
〇
〇
㍍

近
い
カ
ヤ
の
平
は
、
朝
方
非
常
に
冷
え
込
ん
で

い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
日
差
し
が
顔
を
出
し
、

気
が
つ
く
と
秋
晴
れ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
鮮
や
か
に
紅
葉
し
た
林
内
を
二

時
間
程
歩
き
な
が
ら
、
必
死
に
き
の
こ
を
探
し

て
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
今
年
は
き
の
こ
が

不
作
の
た
め
、
期
待
す
る
程
の
成
果
を
上
げ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
天
気
が
良

く
、
紅
葉
が
綺
麗
で
満
足
で
き
た
」「
他
の
参

加
者
と
交
流
を
す
る
機
会
が
な
か
な
か
な
い
の

で
と
て
も
貴
重
な
時
間
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
意

見
・
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
契
約
者
同
士
が
集
ま
り
、
区
画

の
整
備
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
り
、
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
大
切
な
場

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
し
て

開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
岐
阜
署
］
秋
も
深
ま
り
各
地
で
収
穫
の
声
が

聞
こ
え
る
な
か
、
下
呂
市
小
坂
町
に
お
い
て
十

月
十
八
日
に
「
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
と
ふ
る
さ

と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
ま
た
、
二
十
四
日

〜
二
十
五
日
に
は
、
岐
阜
市
に
お
い
て
「
森
と

木
と
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
、
岐

阜
森
林
管
理
署
は
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
と
、
森
林
の

知
識
を
広
げ
る
た
め
に
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室

な
ど
で
参
加
し
ま
し
た
。

  

両
イ
ベ
ン
ト
と
も
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多

勢
の
来
場
者
で
会
場
も
賑
わ
う
な
か
、
毎
年
岐

阜
署
ブ
ー
ス
を
楽
し
み
に
来
る
家
族
も
多
く
、

長
い
順
番
待
ち
が
で
き
る
ほ
ど
で
し
た
。

  

木
工
ク
ラ
フ
ト
で
は
、
子
供
達
が
自
分
で
考

え
自
由
に
作
る
こ
と
を
基
本
に
作
成
し
て
い
ま

し
た
が
、
中
に
は
思
わ
ず
口
や
手
を
出
す
親
も

お
り
、
親
子
そ
れ
ぞ
れ
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
作
品

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

導入した太陽光発電システム

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

治
山
工
事
現
場
へ

　
　
　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入

「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
、
地
球
温
暖
化
対
策
」

来場者で賑わう当署ブース

契
約
者
同
士
が
集
い
、
語
り
合
う
場 

    

〜
Ｆ
Ｆ
Ｇ
交
流
会
の
開
催
〜

秋晴れのもと全員で記念撮影
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［
名
古
屋
］
十
月
二
十
四
日
「
木
曽
ヒ
ノ
キ
の

美
し
い
森
林
を
散
策
し
、
名
古
屋
城
本
丸
御
殿

資
材
伐
採
跡
地
を
見
学
し
よ
う
」
を
名
古
屋
市

の
熱
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
共
催
に
よ
り
東

濃
署
加
子
母
裏
木
曽
国
有
林
で
開
催
し
、
抽
選

で
選
ば
れ
た
十
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

  

秋
色
に
色
づ
い
た
山
々
を
見
な
が
ら
木
曽
ヒ

ノ
キ
備
林
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
、
カ
モ
シ
カ
が

参
加
者
を
お
出
迎
え
、
普
段
都
会
で
生
活
し
て

い
る
参
加
者
か
ら
一
斉
に
歓
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
東
濃
署
職
員
の
案
内
に
よ
り
木
曽

ヒ
ノ
キ
備
林
の
歴
史
や
斧
を
使
っ
た
古
来
か
ら

の
伝
統
的
な
伐
倒
方
法
「
三
ツ
緒
伐
り
」
の
説

明
な
ど
を
受
け
な
が
ら
、
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷

宮
御
用
材
、
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
用
資
材
の
伐

採
跡
地
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

見
学
後
、
参
加
者
か
ら
は
「
普
段
行
け
な
い

貴
重
な
場
所
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
感
激
し
ま

し
た
」「
丁
寧
な
説
明
で
勉
強
に
な
っ
た
」「
新

鮮
な
空
気
を
吸
っ
て
気
持
ち
が
良
か
っ
た
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
秋
の
森
林
を
満
喫
し
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

  

名
古
屋
城
本
丸
御
殿
の
復
元
は
、
名
古
屋
開

府
四
百
年
を
迎
え
る
平
成
二
十
二
年
に
玄
関
の

一
部
が
一
般
公
開
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

［
名
古
屋
］「
藤
前
干
潟
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」
が
名

古
屋
市
港
区
の
藤
前
干
潟
に
あ
る
環
境
省
施

設
「
稲
永
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
と
「
藤
前
活

動
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
生
物
多
様
性
条
約

第
十
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と
し
て
、
名
古
屋
市
で
来
年

開
催
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
開
催
時
期
に
合
わ

せ
、
十
月
二
十
四
日
〜
二
十
五
日
の
二
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
藤
前
干
潟
は
、
伊
勢
湾
奥
部
で
唯
一
残

さ
れ
て
い
る
大
規
模
な
干
潟
で
渡
り
鳥
の
中

継
地
と
し
て
国
際
的
に
も
重
要
と
さ
れ
、
平
成

十
四
年
に
「
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
」
と
し
て

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

当
ふ
れ
あ
い
デ
ー
へ
の
名
古
屋
事
務
所
の
係

わ
り
は
、
平
成
十
八
年
か
ら
で
、
山
と
海
、
そ

の
間
に
あ
る
干
潟
が
自
然
の
中
の
重
要
な
サ
イ

ク
ル
の
一
つ
と
と
ら
え
協
力
出
展
し
て
き
ま
し

た
。

　

今
回
、
名
古
屋
事
務
所
で
は
、
ヒ
ノ
キ
間
伐

材
を
使
っ
た
丸
太
切
り
体
験
と
間
伐
の
重
要
性

に
つ
い
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映
、「
美
し
い
森
林
づ

く
り
」
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
名
古
屋
シ

テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
へ
の
隊
員
募
集
チ

ラ
シ
配
布
、
森
林
の
働
き
や
重
要
性
に
つ
い
て

の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
当
事
務
所
の
出

展
コ
ー
ナ
ー
に
は
小
学
生
や
家
族
連
れ
を
中
心

に
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
切
っ
た
ヒ
ノ
キ
丸

太
の
香
り
に
「
あ
あ
良
い
に
お
い
」
と
感
激
し

な
が
ら
、
鉛
筆
立
て
や
壁
飾
り
、
コ
ー
ス
タ
ー

作
り
に
親
子
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

 

［
販
売
課
］
平
成
二
十
一
年
度
国
産
材
利
用
推

進
功
労
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
を
、
十
月
十
四

日
、
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
入
札
会
場
に
お

い
て
土
場
活
用
委
託
販
売
と
併
せ
て
行
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
当
局
管
内
の
国
有
林
材
の
積
極
的

な
活
用
と
森
林
資
源
の
利
用
推
進
に
貢
献
さ
れ

た
方
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
、
感
謝
状
を
贈
呈

す
る
た
め
「
木
づ
か
い
推
進
月
間
」
が
展
開
さ

れ
て
い
る
十
月
期
に
合
わ
せ
、
贈
呈
式
を
開
催

し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
都
合
に
よ
り

受
賞
者
全
員
の
参
加
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
以
下
の
七
社
の
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
い
た

し
ま
し
た
。

「三ツ緒伐り」の説明に聞き入る参加者

第
５
回
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

『
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
の
散
策
』

藤
前
干
潟
で
森
林
の
役
割
を
Ｐ
Ｒ

作った作品を持って記念撮影

受賞されたみなさん

国
産
材
利
用
推
進
功
労
者
へ
の

 

感
謝
状
贈
呈
式
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［
飛
騨
署
上
ケ
洞
森
林
事
務
所
班
］
当
班
の
作

業
現
場
は
、
岐
阜
県
高
山
市
の
東
部
で
、
北
を

秀
峰
乗
鞍
岳
、
南
を
霊
峰
御
岳
に
挟
ま
れ
た
高

根
町
と
朝
日
町
を
管
轄
す
る
三
つ
の
森
林
事

務
所
（
上
ケ
洞
、
秋
神
、
中
洞
）
の
国
有
林
で

す
。　

　

班
員
は
三
名
（
内
Ｏ
Ｂ
臨
時
一
名
）
で
、
主

な
作
業
は
、
林
道
維
持
修
繕
作
業
、
収
穫
調

査
、
境
界
巡
検
な
ど
を
実
行
し
て
い
ま
す
。
我

が
班
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
家
庭
が
明
る
く
な
け
れ

ば
職
場
も
暗
く
な
り
、
安
全
が
保
て
な
い
。
楽

し
い
家
庭
と
明
る
い
職
場
で
あ
っ
て
こ
そ
安
全

に
楽
し
く
仕
事
が
で
き
る
」
を
合
い
言
葉
に

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
こ
ま
め
に
行
い
日
々
安
全
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
は
、
十
二
月
か
ら
の
約
半
年
間
、

高
根
町
内
の
チ
ャ
オ
御
岳
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ス

キ
ー
場
で
受
託
事
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
冬
山
事
業
は
保
育
間
伐
や
枝
打
作
業

を
主
に
行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
初
め
て
の
ス

キ
ー
場
受
託
事
業
で
不
安
も
あ
り
、
慣
れ
な
い

接
客
や
施
設
整
備
等
の
作
業
で
最
初
は
大
変
で

し
た
が
、
全
員
無
災
害
で
無
事
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
、
終
了
後
は
ス
キ
ー
場
か
ら
も
、

「
よ
く
働
い
て
も
ら
え
ま
し
た
」
と
感
謝
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
も
も
う
す
ぐ
受
託
事
業
が
始
ま
り
ま
す

が
「
職
場
の
安
全
は
家
庭
か
ら
」
を
合
い
言
葉

に
、
各
人
楽
し
い
家
庭
づ
く
り
に
努
め
、
職
場

で
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
大
切
に
健
康
で
怪

我
を
し
な
い
よ
う
一

丸
と
な
っ
て
職
務
に

取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
森
林
計
画
等
検
討
会

　

12
月
17
日  

長
野
市  

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　

12
月
12
日    

愛
知
所
管
内

上ケ洞森林事務所班員

感謝状
贈呈者

会　社　名 代表者名 住　　　　所 郵便番号 電話番号

飛騨高山森林組合
代表理事組合長
道脇　敏彦

岐阜県高山市清見町三日町
18�番地1

�06-0102 0���-68-2221

白鳥林工協業組合
代表理事
美谷添里恵子

岐阜県郡上市白鳥町大島
1�46

�01-�124 0���-82-212�

丸ト木材市売㈱
代表取締役
松下　恒文

愛知県小牧市上末字久治面
2488

48�-0822 0�68-��-8911

㈱勝野木材
代表取締役
勝野　智明

長野県木曽郡南木曽町読書
1��0

399-�301 0264-��-2�32

㈱西村木材店
代表取締役
西村　仁雄

三重県松阪市郷津町186 �1�-0002 0�98-�1-2�61

名古屋国有林材
協同組合

代表理事
梶浦　好弘

愛知県名古屋市中川区山王
1-4-12

4�4-0011 0�2-321-�902

㈲河合材木店
代表取締役
河合　貞雄

愛知県名古屋市中区松原
3-2-16

460-001� 0�2-321-31�3

中部森林管理局長感謝状受賞者一覧

職
場
の
安
全
は

職
場
の
安
全
は

森　

林　

管　

理　

局　

長
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やつがたけ 

や　つ　が　た　け 

八
ヶ
岳

 

［
南
信
署
］
八
ヶ
岳
は
、
長
野
県
と
山
梨
県
の

県
境
南
北
約
三
〇
㌔
㍍
に
峰
を
連
ね
、
南
は
編

笠
岳
、
北
は
蓼
科
山
を
抱
き
、
夏
沢
峠
を
境
に

北
か
ら
蓼
科
山
、
北
八
ヶ
岳
、
南
八
ヶ
岳
の
三

つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
ら
れ
、
全
体
は
八
ヶ
岳
連

峰
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

八
ヶ
岳
連
峰
の
北
に
位
置
す
る
蓼
科
山
は

（
標
高
二
、五
三
〇
㍍
）
別
名
「
信
濃
富
士
」

「
諏
訪
富
士
」
と
も
呼
ば
れ
円
錐
形
の
美
し
い

山
体
を
し
て
い
ま
す
。

　

北
八
ヶ
岳
エ
リ
ア
は
、
天
狗
岳
（
二
、六
四

 

六
㍍
）、
縞
枯
山
（
二
、四
〇
三
㍍
）、
北
横
岳

（
二
、四
七
三
㍍
）
な
ど
の
苔
む
し
た
針
葉
樹
林

の
黒
い
森
や
、
大
小
様
々
な
池
が
点
在
し
神
秘

的
な
ム
ー
ド
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
〇
〇
人
乗
り
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
あ
り
、
夏

は
登
山
、
冬
は
ス
キ
ー
と
年
間
を
通
じ
て
観
光

客
が
楽
し
め
る
場
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

南
八
ヶ
岳
エ
リ
ア
は
、
八
ヶ
岳
連
峰
の
主

峰
で
あ
る
赤
岳
（
二
、八
九
九
㍍
、
百
名
山

の
八
ヶ
岳
と
は
赤
岳
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま

す
。）、
権
現
岳
（
二
、七
一
五
㍍
）、
硫
黄
岳

（
二
、七
六
〇
㍍
）
な
ど
が
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
北
八
ヶ
岳
の
神
秘
的
な
ム
ー
ド
の
山
と
違

い
荒
々
し
い
岩
峰
が
連
な
り
、
本
格
的
な
登
山

コ
ー
ス
が
多
く
、
稜
線
に
は
コ
マ
ク
サ
に
代
表

さ
れ
る
高
山
植
物
が
多
く
生
育
し
て
い
ま
す
。

　

八
ヶ
岳
連
峰
に
は
、
八
ヶ
岳
由
縁
の
昔
話
が

あ
り
ま
す
。
大
昔
富
士
山
の
女
神
の
浅
間
（
せ

ん
げ
ん
）
さ
ま
と
、
八
ヶ
岳
の
男
神
の
権
現

（
ご
ん
げ
ん
）
さ
ま
が
背
く
ら
べ
の
話
が
あ
り

「
二
つ
の
山
の
て
っ
ぺ
ん
に
、
長
い
樋
を
渡
し
、

水
を
流
し
た
ら
ど
ん
な
も
の
か
。
水
は
高
い
ほ

う
か
ら
、
低
い
ほ
う
へ
流
れ
て
い
く
は
ず
だ
」

と
い
う
こ
と
で
、
木
曽
の
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
は

二
つ
の
山
に
樋
を
渡
し
、
水
は
、
富
士
山
の
ほ

う
へ
と
流
れ
て
い
き
ま
し
た
。
大
昔
は
、
富
士

山
よ
り
も
、
八
ヶ
岳
の
ほ
う
が
高
か
っ
た
の
で

す
。

　

八
ヶ
岳
は
得
意
に
な
り
ま
し
た
が
、
気
の
強

い
富
士
の
女
神
さ
ま
は
、
く
や
し
く
て
な
り
ま

せ
ん
。
思
わ
ず
八
ヶ
岳
の
頭
を
、
ご
つ
ん
と
、

な
ぐ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
八
ヶ
岳

の
頭
は
八
つ
に
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
の

民
話
が
あ
り
ま
す
が
、
昔
か
ら
「
八
」
と
い
う

数
字
は
「
た
く
さ
ん
」
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、

「
八
百
屋
」「
八
百
万
の
神
」「
う
そ
八
百
」
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
と
お
り
八
ヶ
岳
も
た
く
さ
ん
の

山
々
が
連
な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

是
非
み
な
さ
ん
も
、
た
く
さ
ん
山
が
あ
る

八
ヶ
岳
を
登
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
ア
ク
セ
ス

○
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
場
合

　

 

Ｊ
Ｒ
中
央
線
茅
野
駅
で
下
車
し
、
い
ず
れ
も

駐
車
場
ま
で
約
一
時
間

　

 

蓼
科
山
は
、
大
河
原
駐
車
場
か
ら
徒
歩
約
二

時
間
一
〇
分

蓼科山から南八ヶ岳を望む

観光客でにぎわう
北八ヶ岳の坪庭周辺

八ヶ岳の主峰　赤岳（2,899㍍）冬期の蓼科山（2,�30㍍）

　

 

北
横
岳
は
、
ピ
ラ
タ
ス
蓼
科
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

駐
車
場
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
七
分
、
徒
歩

一
時
間

　

赤
岳
は
、
桜
平
駐
車
場
か
ら
徒
歩
六
時
間


